
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文化芸術の力を教育現場へ展開 
「アートの手法を活用した学び」推進事業をスタート！！ 
〜教員向けワークショップの参加者とプログラム実施校を募集します〜 

県及び県教育委員会では、教育現場で「アートの手法を活用した学び」を進めています。 
この度、本事業の内容や令和５年度のプログラムをご理解いただくための教員向けワークショッ

プの参加者、並びに当該プログラムを実施していただく学校を募集しますので、お知らせします。 

１ 「アートの手法を活用した学び」推進事業とは 
第２次文化芸術振興計画の重点的施策に位置付けた事業のひとつとして、文化芸術が持つ力

を教育に生かし、子どもたちの表現力やコミュニケーション力、自己肯定感を高めることがで
きるよう、演劇などの身体表現や美術作品の対話型鑑賞といった「アートの手法」を生かした 
プログラムを教育現場で実践しながら、県内の多くの学校等への定着を目指す取組。 

２ 令和５年度実施プログラム 
「表現とコミュニケーション」プログラム 「対話を通した鑑賞」プログラム 

演劇、ダンスを応用したワークショップを通
じて、身体表現やコミュニケーション力、チ
ームワーク等を高めることにつなげる 

美術作品を見ながら、発見や感想、疑問など
を共有し、話し合うことで、観察力や他者理
解、自己肯定感を高めることにつなげる 

３ 教員向けワークショップの参加者募集（締切：５月 24 日（水）、各会場の定員 30 名） 
 東北信会場 中南信会場 

日 時 ５月 31 日（水） 9:30〜16:30 ６月８日（木） 9:30〜16:30 
会 場 東御市文化会館 リハーサル室 ⻑野県松本合同庁舎 502 号会議室 
対象者 県内の学校の教職員及び教育関係者 

内 容 
① 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に繋げるための取組 
② 「表現とコミュニケーション」プログラムの体験、授業での位置付け 
③ 「対話を通した鑑賞」プログラムの体験、授業での位置付け 

申込み 
  

４ プログラム実施校の募集（締切：６月 12 日（月）、募集校数：最大６校） 
実施期間・会場 ６月 19 日（月）〜 ９月 29 日（金） 各学校の教室、多目的室等 

対 象 県内の公立の小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校 

申込み 

・専用のエントリ―シートに記入の上、下記文化政策課芸術文化係の
メールアドレスに、電子メールで提出をお願いします。 

・エントリーシートのデータをご希望の場合は、文化政策課芸術文化
係までお問い合わせをお願いします。 

県民文化部文化政策課芸術文化係 

（課長）伊藤 博隆（担当者）清水 萌美 

電  話：026-235-7282（直通） 

F A X ：026-235-7284 

メール：geijutsu@pref.nagano.lg.jp 

長野県（県民文化部、教育委員会）プレスリリース 令和５年（2023 年）５月 19 日 

二次元コードを読み取り、

ながの電子申請サービスで

申込みをお願いします 

教育委員会事務局学びの改革支援課 
義務教育指導係 
（課長）臼井  学（担当者）望月 光祐 
電  話：026-235-7434（直通） 
F A X ：026-235-7495 
メール：kyogaku@pref.nagano.lg.jp 






